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有限会社　トータルクリーン

2022年度　環境経営レポート

(対象期間：2022年10月～2023年9月）

2023年10月30日



1.環境経営方針

【基本理念】

 有限会社トータルクリーンは、地球環境の保全を最重要課題の一つとして捉え、一般廃棄
物・産業廃棄物の収集運搬業、浄化槽保守点検維持管理業等の事業活動において、省エネ
ルギー・省資源化に全社一体となって取り組み、地球環境の保全と環境にやさしい街づく
りに貢献します。

【行動計画】

１．具体的には次のことに取り組みます

①電力・自動車燃料・ガス・暖房用燃料等の消費節減と二酸化炭素排出量の削減

②廃棄物の減量、再使用の推進     

③水使用量の節減 

④化学物質及び化学物質を含む製品とそれらの廃棄物の適正管理

⑤使用する事務用品(コピー紙）等消耗品の節減 

⑥グリーン購入の推進

⑦環境コミュニケーションの推進

⑧収集運搬における環境配慮の推進 　

これらのことについて、社員への徹底を図り、環境経営方針に沿った環境経営目標・環境
経営計画を定め、また、定期的にこれらの見直しを行い、環境経営の継続的な改善に努め
ます。

２．環境関連法令や環境に関する地元協定及び当社が約束したことについては、これらを
社員に徹底し、遵守します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制定日：平成　30年　3月　4日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　改定日：令和　2年　10月　23日  

　　　　　　　　　　　　　　　　有限会社トータルクリーン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 　澤田光男
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２．取組対象組織と活動のとりまとめ
（組織の概要）

本社
34名
264㎡
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（１）名称及び代表者名
有限会社トータルクリーン
代表取締役　澤田　光男

（２）設立年月日及び資本金
設立年月日：昭和49年1月8日
資本金：300万円

（３）所在地
本社　　　　　　　　　　          島根県安来市西赤江町643番地
コンテナ保管場所　　　　　　　　　島根県安来市切川町1763番地

（４）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

      有限会社島根東部水質管理センター      本社に同じ　

環境管理責任者　　  経理課　　　 与倉　秀樹　　TEL：0854-28-9400　　
担当者　　　　　　  現場責任者　 唐桶　浩平　　TEL：0854-28-9400　　

（５）事業内容
　　　・一般廃棄物収集運搬業（積替え保管を含む）
　　　・産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を含まない）
　　　・浄化槽保守点検維持管理業
　　　・管渠維持管理業

（６）事業の規模

売り上げ金額　　　　　　　　　　　　       27,910万円（2022年度）
産業廃棄物収集運搬量　　　　　　　　     　 1,799.1㎥（2022年度）

一般廃棄物保管場所面積：　　　　　　19.8㎡　     保管上限：30㎥
収集運搬車両駐車場面積：　　　　　　2,143.1㎡
コンテナ保管場所面積　：　　　　　　403.9㎡

（７）事業年度　　　　10月～9月

       一般廃棄物収集運搬量（し尿・汚泥）　　　   1180.3t （2022年度）

従業員数、延べ床面積

従業員　　　　　
延べ床面積　　　

       再生資源回収収集量　（古紙・金属）　　　  　171.84ｔ（2022年度）

       一般廃棄物収集運搬量（家庭系）　　　　　　 3,438.7ｔ（2022年度）
       一般廃棄物収集運搬量（事業系）　　　　　　 1,082.3ｔ（2022年度）



（認証・登録の対象組織・活動）

　　　　　　　　　　　　3トン塵芥車                           5台

　　　　　　　　　　　　2.1トン清掃車                         1台

（４）関連事業所：有限会社島根東部水質管理センター　

　　　浄化槽の維持及び浄化槽の水質管理事業
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　　　　　　　　　　　　4トンバキューム　                     2台

（１） 登録組織名：有限会社トータルクリーン

（２）認証登録対象組織活動：

有限会社トータルクリーンの全組織と全活動

　　　　・一般廃棄物収集運搬業(積替え保管を含む）
　　　　・産業廃棄物収集運搬業（積替え保管を含まない）
　　　　・浄化槽保守点検維持管理業
　　　　・管渠維持管理業

　　　　　　　　　　　　軽貨物バン　                          1台

　　　　　　　　　　　　4トン塵芥車                           4台

　　　　　　　　　　　　2トン脱着装置付コンテナ専用車　　　　 3台

　　　　　　　　　　　　4トン脱着装置付コンテナ専用車         3台

　　　　　　　　　　　　2トンダンプ　　　　　　　　　　　　　 1台

（３）対象車両と設備等　　　

　・車両（32台：種類と能力）　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　2トンバキューム                       2台

　　　　　　　　　　　　3トンバキューム　　　　　　　　　　　 2台

　　　　　　　　　　　　2トン清掃車                           1台

　　　　　　　　　　　　2.5トン清掃車                         1台

　　　　　　　　　　　　検査測定車                            1台

　　　　　　　　　　　　軽トラック                            1台

　　　　　　　　　　　　浄化槽点検車                          4台

　　　　　　　　　　　

 　　   ・関連事業所の活動



（１）産業廃棄物収集運搬業許可（積替え保管を含まない）　　

　　　　　　島根県知事　許可番号3200016721　　許可年月日：平成31年 4月24日

　　　　　　鳥取県知事　許可番号03104016721　 許可年月日：令和4年11月12日

（２）一般廃棄物処理業許可（特定家庭用機器再商品化法に規定される品目）

　　　　　　　　　　松江市長　　　  許可第121号　　　 　　許可年月日：令和5年 4月 1日

（３）一般廃棄物収集運搬業許可（積替え保管を含む）

　　　　　　安来市長  　指令安環第128号       許可年月日：令和4年10月 1日

（４）浄化槽保守点検業者登録

　　　　　　島根県知事  廃第010号　　　       許可年月日：令和4年 7月 1日

（５）し尿浄化槽清掃業許可

　　　　　　安来市長職務施行者  指令安環第2号 許可年月日：平成16年10月 1日
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許可品目：燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、
木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず等、鉱さい、
がれき類、家畜ふん尿　以上16品目、石綿含有産業廃棄物及び水銀使用製品産業廃
棄物であるものを含み、水銀含有ばいじん等及び特別管理産業廃棄物であるものを
除く

許可品目：汚泥、廃油、廃プラスチック（自動車等破砕物を除く。）、紙くず、木
くず、繊維くず、ゴムくず、金属くず（自動車等破砕物を除く。）ガラスくず等
（自動車等破砕物を除く。）鉱さい、がれき類　以上11品目、いずれも特別管理産
業廃棄物及び水銀含有ばいじん等であるものを除き、廃プラスチック類、ガラスく
ず等及びがれき類にあっては石綿含有産業廃棄物であるものを含み、廃プラスチッ
ク類、金属くず及びガラスくず等にあっては水銀使用製品産業廃棄物であるものを
含む

３．事業に関する許可等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限　：平成38年 3月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限　：令和9年11月11日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限  ：令和7年 3月31日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限  ：令和6年 9月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　許可期限  ：令和7年 6月30日



４．組織図

########
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有限会社トータルクリーン　実施体制図及び役割・責任・権限表

代表取締役社長

環境管理責任者

現
場
担
当
責
任
者

再生資源収集班

可燃ごみ収集班

汲み取り班

浄化槽維持管理班

事務班

高尾クリーンセンター班

有限会社島根東部水質管理セン

ター

環
境
経
営
管
理
委
員
会
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役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営システムに関する統括責任
・環境経営システム実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・効果的で十分な実施体制を構築し、全社員の役割、責任及び権限を定め全従業員へ周知する
・環境管理責任者を定める
・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知
・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直しを実施
・環境経営レポート承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理等の実務上の責任
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポート確認
・環境教育訓練の計画策定と実施の責任
・緊急事態への対応のための手順書作成及び試行訓練の実施責任者
・問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境経営に関する統括責任を代表者に代わり負う

現場担当責任者 ・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・実施体制、責任、役割、権限等の原案作成
・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表作成と取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境教育訓練の計画原案の作成と実施担当者
・環境関連の外部コミュニケーション及び内部コミュニケーションのとりまとめ
・環境経営レポート作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）
・緊急事態への対応のための手順書原案作成及び試行訓練の実施担当者
・環境活動の手順書原案の作成及び運用管理担当者

・手順書作成及び運用管理

・内部コミュニュケーション実施、問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員 ・環境経営方針と環境活動及び各自の責任役割の理解と自覚
・決められたことの遵守と、自主的・積極的に環境活動に参加

各班責任者 ・環境経営方針の周知

（環境経営管理
委員会）

・環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・従業員に対する教育訓練の実施



５．主な環境負荷の実績

単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 298,616.2 101,747.0 195,077.3 190,719.97 194,748.32 194,586.05 196,803.60

kWh 13,216.0 6,556.0 13,358.0 12,507.0 12,992.0 13,289.0 12,645.0

L 7,590.0 3,300.0 5,610.0 6,876.0 6,567.0 5,280.0 4,666.0

軽油使用量 L 102,750.0 34,062.0 64.889.0 63,719.0 64,893.0 65,722.0 67,465.0

ｔ 3,937.5 1,954.4 3,718.0 3,703.3 3,584.8 3,538.9 3,438.7

ｔ ― ― ― 1,222.6 1,338.2 1,201.9 1,082.3

㎥ ― ― ― 4,632.0 1,314.7 1,223.9 1,180.3

㎥ 4,420.7 1,213.5 2,435.2 1,831.3 1,618.8 2,664.7 1,799.1

ｔ 4.5 1.3 1.6 0.84 0.79 0.79 0.75

㎥ 97.3 12.2 35.6 25.5 29.9 24.4 29.3

㎥ 312.0 208.0 417.0 394.0 459.0 403.0 499.0

％ 目標量 ％ 目標量 ％ 目標量

二酸化炭素排出量の
削減（単位：kg-

CO2/kWh）
298,616.0 7 277,712.9 8 274,726.7 9 271,740.6

電力消費量の削減
(単位：kWh） 13,289.0 1 13,156.1 2.0 13,023.2 2.0 13,023.2

ガソリン消費量の削
減(単位：L）

7,590.0 7 7,058.7 7.5 7,020.8 8 6,982.8

軽油消費量の削減
(単位：L）

102,750.0 5 97,612.5 5.5 97,098.8 6 96,585.0

灯油消費量の削減
(単位：L）

1,365.0 1 1,351.4 2 1,337.7 3 1,324.1

ガス消費量の削減
（単位：kg）

126.7 5 120.3 6 119.1 7 117.8

産業廃棄物排出量削
減(単位：㎥）

97.3 50 48.6 55 43.8 58 40.8

一般廃棄物排出量削
減（単位：t）

1.6 35 1.04 37 1.01 40 0.96

コピー紙使用量の削
減（単位：kg） 204.5 7 190.2 8 188.1 8 188.1

水使用量の削減（単
位：㎥）

417.0 2 408.7 2.2 407.8 2.4 407.0

 化学物質適正管理
現状では、
化学物質の
使用はない

社会貢献活動

地域や参画
団体等の美
化活動に積
極的に参加

する

1回
以上参加す

る 1回
以上参加す

る 1回
以上参加す

る

※電力からのCO2排出量算出は中国電力平成29年度二酸化炭素排出係数：0.677kgーCO2/kWh 使用

※化学物質を使用する場合は、化学物質の適正管理を確実に行う

※電力消費量の削減及び、灯油消費量の削減に関しては、2021年度の実績値を基準値とし、2022年度は基準値から1％削減、2023年度は2％削減とする
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受託一廃収運量（家庭系）

基準年値
（2016年度）

化学物質の適正管理
を確実に行う

1回

1,269.0

66.1

29.25

0.75

109.0

化学物質の適正管理
を確実に行えた

196,803.6

※一般廃棄物排出量削減及び、水使用量の削減に関しては、2018年度の実績値を基準値とする

499.0

６．環境経営目標及びその実績

目標（取組）項目

化学物質の適正管理を
確実に行う

67,465.0

化学物質の適正管理
を確実に行う

12,645.0

4,666.0

項　目

二酸化炭素総排出量

産業廃棄物排出量

総排水量（水使用量）

受託産廃収運量

受託一廃収運量（事業系）

受託一廃収運量（し尿・汚泥）

電気使用量

一般廃棄物量排出量

ガソリン使用量

※受託一般収集量（事業系）及び、受託一般収集量（し尿・汚泥）は2019年度から集計する。
※2017年度のデータはEA21活動開始から6か月（2018年4月～2018年9月）分のデータとする。

2024年度目標（対基準年
比削減%と目標値）

実績値

4

2022年度実績値
2023年度目標（対基準
年比削減%と目標値）

2022年度目標（対基準年比
削減%と目標値）



７．環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況 次年度

数値目標 ○

○ 継続
○ 継続
◎ 継続
◎ 継続
◎ 継続
◎ 継続
◎ 継続

数値目標 〇

◎ 継続
◎ 継続
◎ 継続
◎ 継続
○ 継続

数値目標 〇
○ 継続

◎ 継続

数値目標 〇

◎ 継続

◎ 継続
◎ 継続
◎ 継続

数値目標 〇

◎ 継続
○ 継続

数値目標 〇

◎ 継続

〇 継続

数値目標 ○

◎ 継続
◎ 継続
○ 継続

数値目標 ―

◎ 継続

数値目標 ―

◎ 継続
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作業車輌の燃料使用量が増加した。作業車輌は移動
距離が長くなる為、従業員で合理的な収集ルートを共
有し作業を行うことで燃料の使用量削減を行うよう努め
る。

ガス・灯油による二酸化炭素排出量の削減
　　■継続　　□基準見直し

ストーブの適正使用（室温20度）

給湯器の適正使用（ガス給湯器）

ガスに関しては目標達成できた。灯油に関しては目標
値の変更を行ったこともあり、目標達成できた。ストー
ブ使用時に火力を弱めるなど使用量の削減への対策
は継続し、今後も活動を継続していく。

・収集運搬時の合理的な経路の選択

・電力不要時の負荷切断

・ブラインド使用による熱の出入りの調整
・冬はウォームビズ、夏はクールビズ推進

自動車燃料・重機燃料による二酸化炭素排出量の削減

　　■継続　　□基準見直し

活動実施状況：◎(100%以上実施）　○(90%以上～100%未満実施）　△(80%～90%実施）　×(80%未満実施）

取り組み計画 評　価（結果と次年度の取組内容）

電力による二酸化炭素排出量の削減

　　■継続　　□基準見直し
・エアコン温度の適正化（冷房24℃　暖房24℃） 今年度は目標を変更し活動を行った。一年間の活動

を通して、昨年度よりも使用量は減少し目標を達成で
きた。夏の猛暑の影響でエアコンの使用は変わらず多
いが、換気方法の変更を行うなど工夫をした為、削減
ができたと考えられる。

・夜間休日のOA機器の電源off

・照明器具の適正使用（不要時消灯等）、清掃等
・エアコンフィルターの定期清掃

一般廃棄物の削減

・エコドライブの実施（手順書）
・車両の定期点検と整備の徹底
・タイヤ空気圧の点検

・収集運搬時の積み荷の適正化

　　■継続　　□基準見直し

・分別の徹底 目標を達成。廃棄物の削減に対する意識付けが
できている点を評価する。今後も活動を継続す
る。

・資源化促進
・カートリッジ、インク容器のリサイクル
・シュレッダー処理紙のリサイクル促進

産業廃棄物の削減

　　■継続　　□基準見直し

・分別の促進 目標を達成。意識的に分別に取り組んでいる姿
勢を評価する。今後も活動を継続する。・資源化の促進

・漏水の定期点検

コピー紙の削減

　　■継続　　□基準見直し

・ミスプリントを減らす 裏紙を利用することで、コピー紙の削減が行えて
いる。引き続き活動を継続する。・両面コピーをする（裏紙利用）

グリーン購入の推進

　　■継続　　□基準見直し

グリーン購入対象物品として、4トン塵芥車1台
と集金車1台を購入。

・事務用品のグリーン製品購入推進

節水

　　■継続　　□基準見直し

・洗車時の節水励行

今年度の活動を通して、目標を達成できなかった。水
使用量の多くは作業車輌の洗車時の為、洗車時の節
水に気をつける。また、漏水の定期点検をしっかりと行
う。

・手洗い等日常的な節水

環境美化活動（社会貢献）

　　■継続　　□基準見直し

・事業場周辺等の美化活動実施 毎年参加している活動を行った。今後も積極的
に参加していきたい。



８．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無
　法的遵守義務等を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

　環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
　なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過去３年間ありませんでした。

９．代表者による全体の評価と見直し

１０．環境活動の紹介
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適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般・産業廃棄物収集運搬基準遵守、一般・産業廃棄物処理
基準順守、一般・産業廃棄物保管基準順守、一般・産業廃棄
物委託基準遵守

浄化槽法 浄化槽保守点検の技術上の基準の遵守、浄化槽の清掃の技術
上の基準の遵守

　2016年　5月　30日　　　 第１回不法投棄防止パトロール参加
　2016年　6月　12日　　　 クリーンアップやすぎデー回収物運搬業務　（広瀬区域）
　2016年　10月　27日　　 第２回不法投棄防止パトロール参加
　2016年　11月　8日　　　 平成28年度不法投棄物撤去作業実施

　2017年　6月　　1日　　　 第１回不法投棄防止パトロール参加
　2017年　6月　11日　　　  クリーンアップやすぎデー回収物運搬業務　（広瀬区域）
　2017年　9月　　8日　　　 第２回不法投棄防止パトロール参加
　2017年　11月　22日　　　平成29年度不法投棄物撤去作業実施

　2018年　6月　　5日　　　 第１回不法投棄防止パトロール参加
　2018年　6月　10日　　　 クリーンアップやすぎデー回収物運搬業務　（広瀬区域）
　2018年　8月　3.4日　　　岡山県における災害廃棄物処理への支援活動　（人員、車両派遣）
  2018年  8月11～18日　 岡山県における災害廃棄物処理への支援活動　（車両のみ貸出）

　2019年　6月　3日　　　　 第１回不法投棄防止パトロール参加
　2019年　6月　9日　　　　 クリーンアップやすぎデー回収物運搬業務　（広瀬地区）
　2019年　10月　8日　　　 第２回不法投棄防止パトロール参加
　2019年　12月15～21日　長野県における災害支援活動

　2020年　11月　27日　　　第１回不法投棄防止パトロール参加

　2021年　6月13日　　　　クリーンアップやすぎデー回収物運搬業務　（広瀬地区）

　2021年　11月　18日　　　第１回不法投棄防止パトロール参加

  2022年　11月　16日　　　第1回不法投棄防止パトロール参加

労働安全衛生法 収集運搬に伴うアスベスト排出基準、作業基準の遵守
石綿作業主任者の選任と従事者への指揮、監視

道路交通法 過積載の禁止と許可の申請

家電リサイクル法 特定家庭用機器廃棄物を排出する場合は、収集・運搬をする
者又は再商品化等をする者に適正に引き渡す義務

　1年間の環境経営活動を通じて、まず従業員が環境活動を仕事の一部として習慣化して行ってくれたこ
とを評価します。事業として廃棄物の収集運搬が多くを占め、自動車燃料の使用量が環境負荷の主な要
因となりますが、エコドライブの推進等により燃料の削減と削減目標の達成を実現しています。
　昨年、一昨年とコロナウイルスが落ち着くと見通し、目標をそのままに活動を行いましたが、結果的に目
標を達成できなかったため、前年度は目標・活動計画の見直しを指示しました。その結果、おおむね目
標は達成できました。
　「水使用量の削減」のみ達成できませんでしたが、主に仕事で使用する量が増加したのが要因です。洗
車機の入替えや、購入した車両の構造上、洗車の時間が多くなる、などの要因もありますが、主な要因は
ご依頼いただく仕事上のことで致し方ないと判断します。
　来期以降も、引き続き感染症対策は継続しながら、環境負荷の低減・環境活動に取り組んでまいりま
す。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年10月30日


